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２ 保育所・幼稚園、学校における子どもの読書活動の推進 【基本方針２】

（１）保育所・幼稚園の役割

子どもたちは、家庭を基盤と した地域社会の中で様々な経験を積み重ねな

がら 成長していき ますが、保育所や幼稚園は、初めて集団生活を行う 場面で

す。そこでは、就学前の子どもたちが日常生活を通して読書習慣が形成され

るよう 、 絵本や物語などに親しむ取り 組みを行う 役割を担っています。

【現況と課題】

ほと んどの保育所や幼稚園で、乳幼児に対する絵本や物語の読み聞かせが

日常的に行われています。こ う した施設では、自由に図書に触れるこ と がで

きるスペースを確保すると と もに児童図書の整備・ 充実を図り 、そこでの読

書体験が家庭での読書に繋がっていく こ と が期待されます。

また、アンケート によると 子どもの読書活動に対する取り 組みは行ってい

ても 、保護者に対する読書の意義や重要性を伝えている施設はそのう ち半数

以下であり 、 十分な啓発が行われていないこ と がわかり ます。

子どもの読書活動に関する取り組みを行っていると回答を得た施設（n=41）を集計

「子どもの読書活動に関するアンケート」

【取り組みの基本方針】

保育所や幼稚園では、 子どもの年齢や発達段階に応じた読み聞かせを行

う と と もに、保護者に対して乳幼児期から 読書の意義や重要性を伝えます。

市では、保育士や幼稚園教諭が読書の大切さ と 必要性を理解し ながら

（子どもの 読書活動に関する取り組みを行っ ていると回答した 施設
に対して ）具体的にどの ようなことを行っ ていますか 。(複数回答）
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読み聞かせの技術を習得できる よ う に、 研修の実施や読書に関する 情報

提供などの支援を行います。

【具体的な取り組み】

① 年齢や発達段階に応じた読書指導の推進

日常の保育の中で、子どもの発達や興味･関心に応じた読み聞かせなど

児童図書を活用した指導を推進します。

② 保護者に対する子どもの読書活動の意義や重要性の啓発

保育所や幼稚園で配付する園だよ り やチラシを活用し 、 読み聞かせの

様子や優良図書を紹介しながら 、 読書活動に関する意義を保護者に伝え

ます。

③ 保育士や幼稚園教諭に対する読書活動の指導や研修の充実

読み聞かせの技術向上や子ども の読書に関する情報を得られる よ う

に、 研修機会の充実を図り ます。

④ 児童図書の整備・充実と情報の共有化

図書館の※リ サイクル本の配布や※団体貸出を活用し 、絵本や紙芝居等

児童図書の整備・ 充実を図り ます。

【重点施策】

重点施策 目標指標 現況 目標値

◆年齢や発達段階に応

じた読書指導の推進

読み聞かせ実施率

＊日常的に読み聞かせや紙芝居などを実

施している園の割合

96.1％ 100％

読み聞かせボランティア育成講座
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（２）学校の役割

学校教育法では、 義務教育と して行われる普通教育の目標の一つと して、

「 読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく 理解し 、使用する基礎的な能

力を養う こ と 」 が規定されています。

そのため、学校は各教科・ 特別活動・ 総合的な学習等の時間における調べ

学習の推進や学校図書館を活用した教育活動の展開など、子どもの自主的な

読書活動を支援する必要があり 、生涯にわたる子どもの読書習慣を形成して

いく 上で大きな役割を担っています。

「子どもの読書活動に関するアンケート」
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学校図書館で１か月に何冊くらい本を借りますか 。
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【現況と課題】

「 朝の読書タイム」 は、 すべての小学校と約 96％の中学校で実施してお
り 、一日のはじまり に読書をして落ち着いて過ごすこ と により 、学習への心

構えができると いった効果があるこ と が認識されています。こ う した取り 組

みにより 学校図書館の貸出冊数が増加している一方、1か月間に全く 本を読
まない小学生が 0.6ポイント 、 高校生が 12.5ポイント 増加するなど子ども
の読書習慣が二極化している傾向があり ます。

また、 学校図書館の図書資料の選択・ 収集や子どもに対する読書指導を

行う ためには、 司書教諭や学校図書館司書が中心的な役割を担っています

が、 学校図書館司書については中学校を拠点と して複数校を巡回している

ため、 学校図書館の運営に多く の時間を割く こ と が難しいのが現状です。

学校図書館は、 子どもたちにと って気軽に読書を楽しめる身近な場所で

す。 蔵書の充実、 コンピュータの整備や利用時間の拡大などにより 、 子ど

もたちが利用しやすく 、 快適な読書環境の整備を図るこ と が必要です。

【取り組みの基本方針】

学校では、 読書の時間を確保し、教員が読書活動の必要性を共通認識した

上で読書指導を行う と いう よ う に、学校全体で子どもの自主的な読書習慣の

形成に関わっていく こ と が大切と なり ます。 また、司書教諭や学校図書館司

書が中心と なり 、ボランティ アと の協働を進めながら「 人のいる、開かれた、

利用しやすい学校図書館づく り 」 を推進していきます。

市では、 国の｢※学校図書館図書整備計画｣を踏まえ、 学校図書館図書標準

の達成を目指して、引き続き図書資料の計画的な整備を促進するこ と で、魅

力ある蔵書を揃えた学校図書館の充実を図り ます。そして、各校の図書資料

が効果的に活用されるよ う 、学校図書館のネッ ト ワーク化実現に向けて検討

を進めます。

【具体的な取り組み】

① 読書時間の確立と読書指導の充実

子どもたちが自主的に本に親しみ、 読書を楽しむ習慣が身につく よ う

に「 朝の読書タイム」 を確立し 、 読書指導を充実させます。

② 学校関係者の意識高揚

教員が読書活動の持つ意義や効果を共通して認識し 、 学校教育活動に

活かせるよう に努めます。

③ 家庭や地域と連携して取り組む読書活動の奨励

地域住民と の連携・ 協力により 、 子どもたちが利用しやすい学校図書

館の整備に努めるこ と で、 読書活動を奨励します。
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④ 学校図書館の機能や設備の整備・充実

コンピュータの整備やインターネッ ト の接続など学校図書館の機能の

充実を図ると と もに、 快適な読書環境の整備に努め、 子どもの調べ学習

などの活動を支援します。

⑤ 学校図書館の図書資料の整備・充実とネットワーク化の推進

子どもの年齢やニーズに応じた図書の充実や計画的な整備と と もに、

他校と ネッ ト ワーク化による図書資料の効果的な活用を図り ます。

⑥ 地域連携による住民への開放

学校図書館の親子での利用など、 地域連携により 開かれた学校図書館

を目指します。

⑦ 学校図書館司書の充実とボランティアとの協働の推進

子どもの読書相談に応じ るこ と ができるよ う 、 学校図書館司書の充実

に努めると と も に、 ボランティ アと協働で利用しやすい学校図書館づく

り を進めます。

【重点施策】

重点施策 目標指標 現況 目標値

◆読書時間の確立と

読書指導の充実

朝の読書実施率

＊授業開始前などの時間に、日常的に読

書を実施している学校の割合

97.3％ 100％

◆学校図書館の図書

資料の整備・ 充実と ネ

ッ ト ワーク化の推進

学校図書貸出冊数

＊学校図書館における年間図書貸出冊

数

冊

846,788
冊

950,000

中学生の職場体験（中央図書館）


